

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第一冊（序・隱公・桓公篇） ・第二冊（莊・閔・僖公篇）を明徳出版社から出版した。論文は、 『二松學舍創立一四〇周年記念論文集』に「平賀中南『春秋稽古』所引日本人学者の説について」を掲載、ま 翻訳として継続発表している『周易正義 の訓読のうち「噬
嗑
卦・賁卦」 、 「剝卦・復卦」をそれぞれ『東洋古典學研究』第四三集・第四四集に発表した。今後『春秋左傳正義譯注』の第三巻以降を継続刊行、 『周易正義』の訓読も継続掲載、そして平賀中南『春秋稽古』 の検討を
加える予定。市來津由彦特別招聘教授は、論文「講演

朱子学の言葉・陽明心学の言葉」 （ 『東洋古典學研究』第四三集） 、翻訳「 『朱子語類』巻九十五「程子之書一」訳注（一） 」 （同第四四集）を発表。今後上記訳注の継続、「朱熹『朱文公文集』跋文訳注稿」巻八十二部分の執筆を進める。牧角悦子教授は、論文「建安の楽府と詩――『文選』巻二十九「雑誌」を中心に――」（ 『人文論叢』一〇〇号、二〇一八年三月） 、 「古典とその解釈」 （ 『東アジア学術総合研究所集刊』第四八集、二〇一八年三月） 、 「聞一多『周易類纂』について」 （日本聞一多学会報『神話と詩』第 六号、二〇一八年三月）を発表。小方伴子教授は 論 「関脩齢『国語略説』の音注とその依拠資料」 （ 『人文論叢』第 〇〇輯、二〇一八年三月）を発表。今後は、汪遠孫『国語校注本三種 （国語三君注輯存、国語発正、国語明道本考異）に関する研究を行う。具体的に 汪遠孫『国語 』の陳奐序文、汪遠孫序文の訳注を作成し、論文として「汪遠孫『国語発正』初探」を完成させる。伊藤晋太郎准教授は、中華圏のみならず東アジアで広く信仰されてい 関帝に関する研究 その生前の姿関羽の活躍を描き、関帝信仰の普及にも与った小説『三国志演義』についての研究や研究論著 目録作成などを行なった。論文は「 “三顧茅廬”与志怪小説」 （ 『三国文化研究』一、西北大学出版社 二〇一七年六月） 、 「 「関帝文献」における関帝 ひげについて」（ 『三国志研究』一二、二〇一七年九月） 、 「 「関帝文献」の構成から見る編纂の目的」 （ 『中国古籍文化研究　
稲畑耕一郎教授退休記念論集』 、東方書店、二〇一八
年三月予定） 、 「 「関帝文献」出版 目的―『関帝事蹟徴信編』光緒八 序重刊本を例として― 東アジア学術総合研究所集刊』第四八集、二〇一八年三月）
一三〇











































甲骨資料 図版） （長谷川良純・徳泉さち） ）『早稲田大学會津八一記念博物館
 研究紀
要』第一九号（平成三〇年三月発行）掲載
